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日本発生生物学会 
〒 444 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 3 8 

基礎生物学研究所 生殖研究部門 



ム
 %
 

長 : 〒 300  茨城県土浦市湖北 2 丁目 5  一 10 

岡田盤古 ( 電話 0298-22-7348,  Fax 兼用 

Email@ flyokada@@@ZoBell ， biol ・ tsukuba ， ac ， jp) 

DGD 編集主幹 : 〒 227 横浜市緑区長津田町 4259 

東京工業大学生命理工学部 

屋 元紀 ( 電話 045-924-5720) 

事 務 局 : 〒 444  愛知県岡崎市明大寺 W 字 西郷 中 38 

基礎生物学研究所 発生生物学研究系 生殖研究部門内 

( 幹事長 ) 長 漬 嘉幸 ( 電話 0564-55-7550) 

( 庶務幹事 ) 田中 実 ( 電話 0564-55-7552) 

( 会計幹事 ) 古国通 庸 ( 電話 0564-55-7551) 

学会センター : 〒 113 東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

学会センター C2l 

財団法人 学会事務センター 

日本発生生物学会担当 係 ( 電話 03-5814-5810) 

日本発生生物学会への 火退会，住所・ 所属変更，会費納入，および 出版物 (DGD, イン 

フオメーション・サーキュラ 一など ) の郵送については ，上記の日本学会事務センタ 一に書 

面でお問い合わせ 下さい。 

サーキュラ ー への投稿募集 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記，関連学会案内，書評等どの な よ う 内容でも結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ 

宛先 : 〒 444 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 番地 

基礎生物学研究所・ 生殖研究部門内 

日本発生生物学会事務局 

FAX  : 0564 一 %  一 7556 
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設計・監理・ 施工業務 

・水族館、 水産試験場、 大学、 研究所、 臨海実験所、 栽培漁 

業センタ一など 水生の生物が 係 わりを持っ施設の 建物およ 

び建物附属設備の 企画、 設計、 監理および施工。 、 

・建物および 建物附属設備の 設計、 監理および施工。 

・水生生物飼育用環境調節設備の 設計、 監理および施工。 

・動植物用環境制御設備の 設計，監理および 施工。 

・その他一般空気調和設備、 給排水設備、 衛生設備および 電 

気設備などの 設計、 監理および施工。 

機器開発、 製作、 販売業務 

  生物の環境制御に 必要な各種機器の 開発、 設計、 製作およ 
び販売。 

  スイミングプール 用各種機器の 開発、 設計、 製作および 販 
  
ク g 。 

2 . 機 99 ゑび装仮 
加熱冷却関連 槻器 

加熱ユニットⅠ冷却ユニットⅠ加熱冷却ユニットⅠチタン 
ヒーターノチタン 製ルート式， 投込式 ，プレート式熱交換 

器 

測定記録制御機器 

温度調節 器 / 測 担体 /pH, DO, 塩分濃度制御装置 / 圧 
力調整器Ⅰ水質測定器 
恒温、 定温糟、 湿度勾配装置 

低温桓温循環 水拍 / 恒温循環水槽 ノ階混 飼育 柚 / 温度勾配 

装置 / 超小型インキュベーターⅠ超小型電子式正 連 桓温 柏 

/ ゼットコンデンサーノ 恒温コンテナーノ 恒温ポックスノ 

ポータブルインキュベーター 

無菌、 殺菌、 5 週装置 

海水用流水殺菌装置 / オゾン紫外線流水殺菌装置Ⅰ流水式 

加熱滅菌装置Ⅰ無菌 5 週 器 / 本城 式 プランクトン 油綿 装甘 

  

  

八 福山大学マリンバイオセンタ 一 大型飼育 本 柏 150m3 

/ 脱塩素装置 ノ 活性炭フィルターノ 自助 砂 洗浄ふるい 抜 ▲遠洋水産研究所桓温生物飼育実験室岡屋覚冷却設備   
環境調節装置、 桓温室 
マルチハイデンス 装置Ⅰ水生生物環境調節装置Ⅰヤリイ ； 

飼育水槽Ⅰ加熱冷却 ろ近 循環ユニット / 水平垂直温度勾配 
反応試験装置 / 魚介類飼育用加圧水槽 / 潮汐 水棺 Ⅰ渓流の 
ぞき水槽Ⅰ回流水槽Ⅰ加圧 式 インキュベ - ターⅠ魚介類呼 
吸 量 測定装置 / 塩分濃度調節装置Ⅰ藻類培養装置 / 海草育 
成 器 / 魚類選好 忌 $ 壁 温度試験装置Ⅰ活魚輸送車 / タイドプ 
ールⅠ低温生物飼育培養室Ⅰ恒温室 ノ プレハブ冷蔵 庫 / 功 
物飼育 室ノ 木村 式 多段式ふ化 柏 

飼育用品、 医薬品 

ガラス、 アクリル、 FRP 、 ポリカーボネート 等各種本柏 

/ フィルターノ 水 ポンプ / 空気ポンプ / エアーストン ノ 酸 
素分散 器 / エア一 コックⅠジョイントノ 照明装置 / 自助ラ 
イトコントローラノ 砂 、 砂利、 大磯 砂 、 珊瑚 砂 、 天然ゼ 

オライト等 5 打Ⅰ人工海水 / 動物用 ( 鑑賞魚用 ) 医薬品 / 
温度計 / 比重計ノビニールホースノ 縮 

プール用品 

照明用、 観察用水中 窓 / 水中照明装置 / 水門 ▲東京都立大学水棲生物飼育 旛設 内のマルチハイデンス 装置 

アクア株式会 ネ T 〒Ⅰ 41 東京 棚 Ⅱ 区 百五反田 た Ⅰ 0-8 TEL O3-3495 モ 668 耳 A Ⅹ 0 ナ 3495 う 688 
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出席者 ( 敬称略 ) : 岡田盤古 ( 会長 ), 江口吾朗 ( 運営委員，双会長 ), 長 演義孝 ( 幹 

事長 ), 安部真二井出宏之，黒岩 尾，嶋田 拓 ，白井浩子， 竹市 雅俊， 固 まり 

な，京中川 徹 ，藤澤 肇 ，八杉貞雄 ( 以上運営委員 ), 田中 実 ( 庶務幹事 ), 吉 

国道 庸 ( 会計幹事 ) 

1 . 岡田盤古会長挨拶 

2 . 江口吾朗前会長挨拶 

3 . 新運営委員紹介 

4 . 報告事項 

1 ) 会員数の推移 

1994 年 m2 月現在の会員数は 1134 名で，正会員 899 名，学生会員 208 名，賛助 

会員等 27 名。 この一年間での 入会者 132 名，退会者 51 名。 

2) Circular79 号は 1995 年 1 月に， 80 号は 5 月に発刊予定 

3) アジア学術交流促進事業 ( 日本学術協力財団 ) への寄付を承認。 

4) 文部省科学研究費第 2 段審査委員候補者の 承認。 

5) DGD の編集 

外国出張のため 欠席した星編集主幹に 代わり，岡田会長および 事務局が D 

GD の現況について 説明。 

Blackwel 肘への移行は 順調に進行しており   3 月中旬までには 37 巻， 1 号 

が 会員の手元に 届く予定。 

DGD の Blackwell 社への移行に 伴い，編集幹事は 置かないこととする。 

これまで，編集幹事として DGD の編集業務に 携わってこられた 嶋田 拓 

氏 に会長から謝辞が 述べられた。 また，会長から 嶋田氏には引き 続き， 

Editorial Board の一員としてご 協力願いたり 旨の要請があ り，本人もこれ 
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を 承諾した。 また， DGD の 干 何千についてこれまでご 尽力いただいた 大学 

印刷に感謝状をおくることになり ，その作成を 岡田会長，江口双会長及び 

事務局に一任した。 

DGD の採択率は 77.6% でやや高め。 

高等植物，無脊椎動物に 関する論文を 増やす 53 要望があ った。 

6) 1995 年度大会 

藤澤 肇氏 ( 大会委員長 ) より， 5 月 29 一 31 日に愛知県産業貿易 館 で開催 

される第 28 回日本発生生物学会大会について ，開催に向け 準備が順調に 進 

付 している旨の 報告があ った。 

7) 1996 年度 ( 第 29 回 ) 大会を，京都 ( 大会委員長，佐藤知行・ 京都大学教授 ) 

で開催することが 確認、 され，会場および 期日を以下のとおり 決定した。 

会場 : 京都会館，期日 : 5 月 23 一 25 日。 

5 . 審議事項 

1) 1994 年度収支決算案が 提出され，審議された。 

前年度と同様に DGD 刊行 費 が学会費収入を 大幅に越え，学会財政がき 

ね めて不健全な 状態であ る。 また，特別会計・ DGD 基金の残金が 僅かと 

なり，この基金からの 補填は次年度以降不可能となる。 なお， 1994 年度収 

支決算は引き 続き次回の運営委員会で 審議し総会で 計ることとした。 

(1994 年度収支決算は 次号の CircuIar に掲載 ) 。 

2) 1995 年度予算案が 提出され，審議された。 

DGD の刊行が大学印刷から Blackwel 附に移行することにより ，刊行 費 

が 削減され， 1995 年度学会財政の 改善が予想される。 これに伴 い 特別会計 

0 項目， とくに DGD 基金の今後の 取り扱いについて 意見が交わされ ，こ 

れらをもとに 次回の運営委員会で 再度審議することとした (1995 年度予算 

は次号 Circular に掲載 ) 。 

3) 会計監査委員の 選出 

上記委員に岩松鷹司 氏 ( 愛知教育大学・ 教授 ) および属星建二郎氏 ( 名吉 

尾大学，教授 ) が選出された。 

一 2 一 



        

 
 

  

  

DGD 便り 
"37 巻 ] 号の配布について " 

すでにお知らせしましたように ， DGD の製作，配布は 37 巻Ⅰ 号 より， Blackwell Science 社に 

委嘱しておりますが ，第 1 号の配布が大変遅れ 申し訳あ りません。 編集委員会としては ，約束通 

りに入稿 し 第 1 号は 3 月 1 日までにはお 手許に届くものとばかり 思っておりましたところ ， 2 ケ 

月以上も配布が 遅れてしまいましたが ， このサーキュラ ー がお手許に届く 頃 までには，第 1 号。 

第 2 号の配布が完了するものと 期待しております。 同社によれば ，遅配の原因は 次のような手違 

いが重なったためです。 

1 . 第 1 号であ るが故に， Blackwell Science 社，印刷所で 多少手違いがあ り，発行が 3 月末に 

なった。 

2 . 発送 地 であ るシンガポールで ，たまたま 起 こった郵便の 大渋滞に巻き 込まれた。 

( 以上 4 月初頭での情報 ) 

3  ,  印刷所の手違いで ， economy  airmail で送るべきところを surface  m  ail で発送してしまった。 

(4  月 20 日に得た情報 ) 

新体制での発刊が 出足からこのような 事態になってしまい ，本学会会員，著者をはじめ 多くの 

方々に多大なご 迷惑をお掛けしてしまいましたことを ，深くお詫び 致します。 今後このようなこ 

とが 2 度と起こらないよう ，Ⅲ ackwelI Science 社に申し入れるとともに ，編集委員会でも 充分注 

煮 して参りますので ，何卒 ご 寛恕のほどお 願い致します。 それにつけましても ，本誌の順調な 発 

刊の蔭に，歴代編集幹事のご 苦労がどれだけあ ったことか，改めて 偲ばれる思いでございます。 

なお， 3 号までは既に 入稿済みで， 目下は 4 号の入稿を期日までに 果たすべく努力中であ りま 

す 。 会員諸氏のご 投稿を ， 切にお願いする 次第であ ります。 ご 投稿などのご 連絡は下記 宛 お願い 

致します。 

226 神奈川 l 県横浜市緑区長津田町 4259 

東京工業大学生命理工学部生命理学科 星 元紀 

電話 045 一 924 一 5720 ( グ イアルイン ) 

Fax 045-924-5777 

E@ Mail@ dgdhoshi@@@bio ・ titech ， ac ． jp 

訂正 

前号 3 頁本文 7 行 目に， ". …‥編集主幹や 印刷所 " とあ るのは "              編集幹事や印刷所 " の 誤 

りですので， ここに訂正致します。 
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第 6 回 加藤淑 裕 記念賞候補者募集要項 

L 趣 旨     
永年日本における 発生生物学の 発展に尽くし 1988 年に逝去された 加藤淑 裕 博士を記俳する 

ために設けられた 賞であ り，発生生物学の 分野において 優れた独創的研究を 行なっている 35 歳 

以下の研究者 ( 応募締切目における 年齢とする ) に対して加藤淑総記俳賞を 贈呈するものであ 

る。 候補者の国籍は 問わないが， 日本国籍以外の 場合は日本での 研究の経験があ るか， または 

日本人と共同研究をした 研究者を賞の 対象とする。 

2 . 褒賞金     
受賞者に賞状ならびに 副賞 ( 総額 50 万円 ) を贈呈する。 受賞件数は 2 件以内とし複数の 時 

は 賞金を受賞件数で 除した額を副賞として 受賞者に贈呈する。 

8 . 応募方法 : 

応募は所定の 用紙に必要事項を 記入し コピー 3 部および関連研究業績別刷 各 1 部を添え 加 

藤淑 総記念事業団に 提出する。 

4 . 応募締切目     

1995 年 9 月 30 日とする。 

5 . 選考の方法 : 

選考委員会 ( 岡田節人委員長 ) において選考する。 

6 . 選考結果および 賛の贈呈     

1995 年 11 月 30 日までに受賞者死に 通知す る 

( 連絡および送付売 コ 

三菱化学生命科学研究所内 

加藤淑 裕 記念事業団 

〒 194 町田市南大谷 11 

℡， (0427)24-6244 

なお，第 5 回加藤淑総記俳賞は ，筑波大学基礎医学系分子神経生物学教室岡野 栄之氏 「モデ 

ル生物系による 神経系の発生分化の 研究」に贈られることに 決定 い たしました。 日本発生生物 

学会および大会準備委員会のご 協力の下に，岡野氏には 本年 5 月の第 28 回大会において 記念 講 

演 をお願いする 予定です。 
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公益信託・回生物科学国際基金 
平成 8 年度助成先公募について 

l . 助成の対象 

生物科学 ( 発生生物学，細胞生物学，分子生物学等 ) の研究にたずさわっている 若手研究者 

を 対象とし申請時に 原則として n7 歳以下とし国籍は 問わない。 

また，諸外国からの 若手研究者の 募集， 招 膀などを含む。 

2 . 研究助成金 

平成 8 年 4 月一平成 9 年 3 月出発のものを 対象とする。 

総額約 400 万円。 

①長期 (3 ； 月 以内 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 90 万円以下 ) 。 

②短期 い力月 以内 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 50 万円以下 ) 。 

③国際研究集会参加のための 旅費と滞在費 (1 名当り 50 万円以下 )" 

8 . 応募方法 

所定の用紙ならびに 募集要項の詳細は 当公益信託事務局にハガキで 請求のこと。 

( ㊧長期，短期，国際研究集会の 区別を必ず明記のこと ) 。   
4 . 申込締切目 

平成 7 年 10 同 31 日 ( 必着 ) 。 

5 . 選考の方法 

当 公益信託運営委員会において 選考する。 

6 . 採否の通知 

平成 7 年 12 月に採否を通知する。 

7 , 事務局 

〒 103 東京都中央区日本橋 3 一 1 一 8 

日本信託銀行本店営業第姉部 

営 業 第 三 グ ル ー フ   

公益信託 園生物科学国際基金 

担当 : 田渕哲夫 

TEL@ (03)@ 3245-8140 

FAX@ (03)@ 3271-2843 
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ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プロバラム 

(HFSP) 

]995 年度募集開始 

HFSP は，生体のもつ 精妙かつ複雑な 機能の解明を 中心とする基礎研究を 国際的に共同して 

推進しその成果を 広く人類全体の 利益に供しょうとするプロバラムです。 HFSP は，創造的， 

独創的な研究を 国際的に推進することを 目的としており ，特に若手研究者による 国際的，学際的 

な 研究の奨励に 重点が置かれています。 

HFSP は， 1987 年のべネチア・サミットにおいて 日本政府より 提案された国際プロバラムで   

あ り， 1989 年の設立以来順調に 事業が推進されており ，世界の科学界から 高く評価されています。 

l . 研究対象分野 

A. 脳機能の解明のための 基礎研究分野 B    生体機能の分子論的アプローチによる 解明の 

ための基礎研究分野 

1 . 要素過程 

2 , 知覚と認知 

動
習
考
 

行
学
恩
 

と
と
と
 

 
 

 
 

3
4
5
 

1 . 遺伝子情報発現 

2 . 形態形成 

3 , 分子認識・応答 

4 . ェ ネルギ一変換 

  
2 . 事業内容 

研究クラント     国際的な共同研究チームに 対する研究費助成。 チーム代表者は 運営支援国 

の研究者。 

フェローン ッフ       運営支援国の 研究者が他の 国の研究機関に 行って研究を 行う場合及び 運営 

支援国以覚の 国の研究者が 運営支援国の 研究機関で研究を 行う場合を対象 

とする留学費助成。 短期フェローシップ (3 ケ月 以内 ) 及び長期フェロ 一 

、 ンップ ( 3 ケ 月一 2 年 ) の 2 種類。 

ワークショップ : 運営支援国の 研究者によってオーガナイ ズ される国際的なワークショップ 

に対する助成。 

( 注 ) 運営支援国は ，カナ タ     ，フランス， ドイツ，イタリア ，日本，スイス ，イギリス，アメ 

リカ， EC 加盟国。 詳細についてはガイドブックを 参照。 
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3 . 間合せ先 ( ガイドブック ，アプリケーションフォーム 請求先 ) 

Internati   n@@   Human@ Fronti   r@ Sci   nce@Program@ Organizati   n@ (@H@F@S@P@0@) 

Tour@ Europe 

20 ， Place@des@ Halles 

67080@ Strasbourg ， FRANCE 

  

TEL@:@ (FRANCE@ 33)@ 88.@ 21.@ 51.@ 21 

FAX:@ (FRANCE@ 33)@ 88.@ 32.@ 88.@ 97@ Ⅹ   J:@ 88.@ 32.@ 54.@ 47 

E-mail@:@ info@HFsp ， c-strasbourg ， F Ⅱ   H@F@S@P@0@ information) 

( ガイドフック ，アプリケーション フ オーム請求に 当たっての注意事項 ) 

(l) FAX, 手紙等の文書又は E メイルにて請求すること ( 英語を使用のこと ) 。 

(2) 研究グラント 及び長期フェローシップのガイドブック 及びアプリケーション フ オームの請求は 

8 月 1 日で締切。 

4 . 募集の締切 

研究グラント 及び長期フェローシップの 応募 

1995 年 9 月上日㈲までに HFSP0 に必着のこと。 

なお，短期フェローシップ 及びワークショップについては ，年間を通じて 随時受付。 

5 . 国内連絡先 

〒   100  東京都千代田区霞が 関 2-2-1 科学技術庁科学技術政策局国際政策室 

TEL.03-3501-3490  ( 直通 )  03-3581-5271  ( 内線 332) 

FAX ・ 03-3581-3079 

  

  
〒 100  東京都千代田区霞が 関 1-3-1  通商産業省工業技術院国際研究協力課 

TEL.03-3501-6011  ( 直通 )  03-3501-1511  ( 内線 4591 一 4  ) 

FAX, 03-3580-8025 
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第 27151 件 成 7 年 肋 

内藤記念科学振興 賞 受賞候補者の 推薦要領 
( 寄附 手ゐ 第 4 条の ニ ， m 究 ほ う賞 事業 ) 

平成 7 年 4 月 

財団法人 内藤記念科学振興財団 

] , テーマおよび 好捕者 

Ⅲ 人類の健康の 増進に寄与し 得る自然科学の 基礎的研究，なかんずく 疾病の予防と 治療に関 

する独創的テーマに 取り組み，自然科学の 進歩発展に顕著な 功績を挙げた 研究者。 

(2) 主たる研究者は 原則として単独とするが。 異なる研究グループによる 協同研究の場合には ， 

連名であ ってもよい。 この場合は，その 旨を推薦 書 に明記していただきたい。 

(3) 候補者の再度の 推薦も差しつかえない。 

  

2. 推薦依頼 光 

平成 7 年度は ， 

Ⅲ 高 分 子 学 会 日本獣医学会 日本醗酵工学会 

日 本遺伝学会 日本植物生理学会 日本発生生物学会 

日本ウイルス 学会 日本神経科学学会 日本ビタミン 学会 

日本栄養・食糧学会 日本神経化学会 日本病理学会 

日本解剖学会 日本生化学会 日本物理学会 

日 本 化 学 会 日本生物物理学会 日本分子生物学会 

日 本 癌 学 会 日本生理学会 日本免疫学会 

日 本細菌学会 日本動物学会 日 本 薬 学 会 

日本細胞生物学会 日本農芸化学会 日本薬理学会 

以上の 27 学会 (50 音順 ) の代表者に受賞候補の 推薦を依頼する。 

(2) 当 財団の役員および 評議員に，受賞候補の 推薦を依頼する。 

3. 候補推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

4 . ほ う 甘の全額 

第 27 回 ( 平成 7 年度 ) 内藤記念科学振興 賞 ( は ぅ賞 ) は 1 件とし，正賞，金メダルならびに 

副賞・ 300 万円を贈呈する。 

5 . 推薦方法 

所定 W 別紙 ) の用紙に必要事項を 記入し， 当 財団あ て送付する。 
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6. 推薦宙の締切目 

平成 7 年 m1 月 20 日とする。 

7 . 選考の方法 

下記委員からなる 選考委員会を 設けて，平成 8 年 1 月中旬に選考 し ，評議員会の 同意を求め理 

事会で決定する。 

選考委員 ( 敬称略 ) 

( 鈴 木 紘 一 ), ( 濱 岡 利 之 ), ( 葛 西 道 生 ), (Jl@ 合 述 史 ), 

 
 

雅
正
 

川
面
 島
 

黒
竹
 
藤
 

  

  

 
 

一
明
彦
 

俊
義
克
 

井
井
 柴
 
子
 

白
藤
 御
 

 
 

洋
 ，
，
 放
生
 
）
 

一
如
 

藤
澤
 
崎
 

斎
廣
眞
 
（
 

 
 

英
王
将
 

藤
 

中
井
 

斎
灯
 
二
 

  九 m 正 雄， ( 村 松 旭， 喬 ),  室 伏 山 村 庄 亮 

注 ) 5 月中旬に ， かソコ 内の委員は任期満了につき 退任され，後任が 選任される予定。 

8. 受賞者決定の 報告 

平成 8 年 2 月上旬に推薦者あ て採否を報告する。 

9. ほ う 賛の贈呈 

ほ う賞 決定者にたいしては ，平成 8 年 3 月上旬に内藤記念科学振興賞を 贈呈する。 

  

10 ．ほ う 宜の使途 

ほ う 賞金の使途にたいしては 条件をつけない。 

Ⅱ． 本 賞の英文名 

The  Naito  Foundation  Research  Prize  for  1995 とする。 

12.  付 記 

このほう賞金品 ( 内藤記念科学振興 賞 ) は ， 昭和 Ag 年大蔵 省告示第 61 号により，非課税とさ 

れています。 

  

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人内藤記俳科学振興財団 

東京都文京区本郷 3 一 42 一 6, NKD ビル 8 階 ( ㊦ 113) 

電話 (03)3813 一 3005( 直通 ),  FAX  (03)3811 一 2917 
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